
平成21年12月22日

中国電力株式会社

島根原子力発電所 宍道断層に関する地質調査の結果について

  当社は，島根原子力発電所の近傍に位置する宍道断層の東端付近および西端付近において，本年10月から地質調査を実施してまい

りましたが，本日，調査結果を原子力安全委員会のワーキング・グループへ報告しました。

  今回の地質調査は，原子力安全委員会のワーキング・グループから，念のために宍道断層に関する地質データを拡充するよう提案さ

れ実施したものです。

（平成21年9月8日お知らせ済み）

  現在，原子力安全委員会において，島根原子力発電所1，2号機の耐震安全性評価結果中間報告の評価について検討されているとこ

ろですが，当社は，今回の地質調査結果を踏まえても，中間報告の評価を変更する必要はないと判断しています。

  なお，中間報告の評価については，平成20年12月に原子力安全・保安院から妥当と確認されています。

（平成20年12月26日お知らせ済み[PDF:111KB] ）

【地質調査結果の概要】

1．現地作業期間平成21年10月2日～平成21年12月7日

2．調査結果概要 

（1）宍道断層の東端付近

・調査地点：松江市美保関町森山(まつえしみほのせきちょうもりやま )（添付「地質調査位置図[PDF:415KB]」参照）

・調査結果：ボーリング調査※1，反射法地震探査※2を実施した結果，調査地点の地層には，断層活動を示唆する変位・変形は認め

られなかった。

（2）宍道断層の西端付近

・調査地点：松江市鹿島町佐陀本郷廻谷 ( まつえしかしまちょうさだほんごうさこや ) （添付「地質調査位置図[PDF:415KB]」参照）

・調査結果：ボーリング調査を実施した結果，調査地点は，その東側よりも断層による地層の鉛直変位量等（地層のずれ）が小さいこ

とから，断層の活動性は低いと考えられる。

※1 ボーリング調査 ：地盤を構成する岩石などを棒状のコアとして連続的に採取し，これを観察して地質状況を調査する方法。

※2 反射法地震探査：地面を人工的に振動させて弾性波と呼ばれる波を発生させ，その反射波を捉えて，地下の地質構造を調査する方

法。

以上

 

添付資料：  地質調査位置図[PDF:415KB]

  関連リンク

・原子力発電（環境@エネルギー）



 

地質調査位置図 

   ：原子力安全委員会 WG3第 17回の参考資料第 2号に記載され

た推定活断層 

   ：反射法地震探査（Ｓ波探査，300ｍ） 

 ● ：ボーリング調査（２本） 

 

   ：変位地形・リニアメント※  

 

● ：ボーリング調査（２本） 

 

（佐陀本郷廻谷） （森山） 

島根原子力発電所 

耐震設計上考慮する活断層 

としての評価長さ(約22km) 

  ：都市圏活断層図「松江」 
(2008)の鹿島断層 

 
 

※変位地形・リニアメント 
断層運動に起因する可能性がある地表面の起伏，谷や
尾根の横ずれ地形等が連続して認められるもの。 
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